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その結果，2011 年 2 月の共同通信の世論調査によると，大阪維新の会の国政進



















現のために大阪府知事職を任期途中で辞任し，2011 年 12 月に任期切れとなる
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平松邦夫氏（52 万票）と，同じく全国市長会会長だった池田市長の倉田薫氏（120
万票）を大差で破った勝利だった。なお，大阪市長選の投票率は，60.92％と
40 年ぶりに 6 割を超え，有権者の関心は高かった。
　2011 年 12 月 19 日に大阪市長に就任した橋下氏は，まず府市統合本部を設置
した上で，教育改革のほか，無駄な事業を見直すなど市政改革に取り組んでい
る。そして，朝日新聞と朝日放送との 2 月の共同調査によると，府民の橋下市
長への支持率は 70％（不支持 17％）に達し，その政治手法を 67％が評価して
いる〔朝日新聞 2012 年 2 月 21 日〕。
　また，大阪都実現のためには法改正が必要と，国会議員を擁立するとしてい
た「大阪維新の会」は，今や大阪都構想以外の国政全般の政策「維新八策」を

























（『世界』2011 年 11 月号），薬師院仁志氏（帝塚山学院大学教授，社会学）「机























2011 年 11 月号p236〜 244。
平井 一臣（鹿児島大学教授，政治学）「劇場化し暴走する地方政治ー阿久根から
大阪へ」岩波書店『世界』2011 年 11 月号p245〜 253。
上原 善広（ノンフィクション作家）「孤独なポピュリストの原点」新潮社『新潮
45』2011 年 11 月号p22〜 41。
野田 正彰（精神科医，ノンフイクション作家）「大阪府知事は病気である」新潮社『新
潮 45』2011 年 11 月号p42〜 47。
薬師 院仁志（帝塚山学院大学教授，社会学）「机上の空論だらけのインチキ政策」
新潮社『新潮 45』2011 年 11 月号p48〜 53。
森功 （ノンフィクション・ライター）「橋下徹，黒い報告書−ナニワの独裁者か




創出版『創』2011 年 12 月号p26〜 37。
佐藤 優（作家，元外務省分析官）「反ファシズム論では彼には勝てない」新潮社『新
潮 45』2011 年 12 月号p36〜 39。
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表 2　橋下劇場関連の書籍の一覧（大阪ダブル選挙前）
大阪 自治体問題研究所編『橋下知事への対案』せせらぎ出版，2008 年 7 月 5 日 
刊行。※
一ノ宮美成・グループＫ 21『橋下大阪改革の正体』講談社，2008 年 12 月 25 日刊行。
産経新聞大阪社会部編著，『橋下徹研究』産経新聞社，2009 年 2 月 28 日刊行。
田所永世『中間報告・橋下府知事の 365 日』2009 年 4 月 10 日刊行。
読売 新聞社大阪本社社会部編著『徹底検証・橋下主義（ハシモトイズム）ー自治
体革命への道』桐朋書院，2009 年 6 月 23 日刊行。
高寄 昇三『大阪都構想と橋下政治の検証ー府県集権主義への批判』公人の友社，
2010 年 7 月 28 日刊行。※
上山 信一『大阪維新ー橋下改革が日本を変える』角川ＳＳＳ新書，2010 年 9 月
25 日刊行。※
高寄 昇三『虚構・大阪都構想への反論ー橋下ポピュリズムと都市主権の対決』公
人の友社 2010 年 12 月 15 日刊行。※
大阪 自治体問題研究所編『大阪維新改革を問う』せせらぎ出版，2011 年 1 月 31
日刊行。※
高寄 昇三『大阪市存続・大阪都粉砕の戦略ー地方政治とポピュリズム』公人の友
社，2011 年 2 月 25 日刊行。※
井出 康博『首長たちの革命』飛鳥新社，2011 年 3 月 26 日刊行。
加茂 利男ほか『地方議会再生ー名古屋・大阪・阿久根から』自治体研究社，2011
年 4 月 10 日刊行※
吉富有治『橋下徹，改革者か崩し屋か』中公新書クラレ，2011 年 3 月 11 日刊行。
倉田薫「拝啓・大阪府知事橋下徹様」情報センター出版局，2011 年 8 月 16 日刊行。
澤井 勝，村上弘，大阪市政調査会『大阪都構想ＱＡと資料ー大阪が無力な分断都
市になる』公人社，2011 年 9 月 30 日刊行。※
大阪の地方自治を考える会編『仮面の騎士・橋下徹』講談社，2011 年 10 月 17 日刊行。
橋下徹・堺屋太一『体制維新ー大阪都構想』文春新書，2011 年 10 月 31 日刊行。
内田 樹，香山リカ，山口二郎，薬師院仁志『橋下主義（ハシズム）を許すなー独
裁者の野望と矛盾を衝く』ビジネス社，2011 年 11 月 15 日刊行。
























表明し始めるようになった 7。それは，表 3 に掲げた論壇誌における評論の多
































表 3　橋下劇場関連の主な評論の一覧（ダブル選挙後から 2012 年７月号まで）
野中 尚人（学習院大学教授，政治学）「橋下徹の圧勝で大阪府民は幸せになるか」
中央公論社『中央公論』2012 年 1 月号p14,15。
堺屋 太一（作家，元経済企画庁長官）「橋下改革こそ日本の救い」PHP研究所『Voice』
2012 年 1 月号p112〜 119。
中田 宏（前横浜市長）「いまこそ都道府県の枠組みを考え直せ」PHP研究所『Voice』
2012 年 1 月号p120〜 126。
斉藤 環（精神科医）「浪速のヤンキー好きはいつまで続くか」PHP研究所『Voice』
2012 年 1 月号p128〜 135。
佐伯 啓思（京都大学教授，経済学）「反・幸福論，橋下現象のイヤな感じ」新潮社『新
潮 45』2012 年 3 月号p322〜 332。
大前 研一（経営コンサルタント）「全国一律にから決別するとき」PHP研究所『Voice』
2012 年 5 月号p44〜 55。
平井 一臣（鹿児島大学教授，政治学）「首長政党の出現」後藤・安田記念東京都
市研究所『都市問題』2012 年 4 月号p48〜 55。
適菜 収（作家，哲学者）「橋下徹は保守ではない」産経新聞『正論』2012 年 5 月
号ｐ 87〜 94。
山田 宏（日本新党党首）「彼の政治手法は独裁とは対極だ」PHP研究所『Voice』
2012 年 5 月号p56〜 63。
東照 二（立命館大学教授，社会言語学）「橋下語の魔力を読み解く」中央公論新社『中
央公論』2012 年 5 月号p138〜 141。
森政 稔（東京大学教授，政治学）「独裁の誘惑−戦後政治学とポピュリズムのあ
いだ」青土社『現代思想』2012 年 5 月号，P77〜 89。
宮本 憲一（大阪市立大学名誉教授，財政学）「都市格のある街をつくろう」岩波
書店『世界』2012 年 7 月号ｐ 84〜 93。
森裕 之（立命館大学教授，財政学）「維新の会は大阪をどう改造しているのか」
岩波書店『世界』2012 年 7 月号p94〜 102。
松谷 満（中京大学准教授，政治学）「誰が橋下を支持しているか」岩波書店『世界』
2012 年 7 月号p103〜 112。
吉田 徹（北海道大学公共政策大学院准教授，欧州政治論）「いかに共同性を創造
するかー新たな政治論理の生成過程としてのポピュリズム」岩波書店『世界』
2012 年 7 月号p113〜 121。
藤吉 雅春（ノンフィクション・ライター）「現代日本の暗い合わせ鏡」岩波書店『世
界』2012 年 7 月号p122〜 129。
想田 和弘（映画作家）「言葉が支配するものー橋下支持の謎を追う」岩波書店『世
界』2012 年 7 月号p130〜 139。
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表4　橋下劇場関連の主な書籍の一覧（ダブル選挙後から2012年７月刊行まで）
第三 書館編集部編，中島岳志・上野千鶴子・藤田真理子・池田香代子ほか『ハシ
ズムー橋下維新を当選会見から読み解く』第三書館，2012 年 1 月 1 日刊行。
榊原 秀訓ほか『自治体ポピュリズムを問うー大阪都維新改革・河村流減税の投げ
かけるもの』自治体研究社，2012 年 2 月 20 日刊行。※
第三 書館編集部編，中島岳志・山本健治ほか『ハシズムは沈むかー橋下維新のウ
ラは何か』第三書館，2012 年 3 月 1 日刊行。
一ノ 宮美成・グループｋ 21『橋下大阪維新の嘘』宝島SUGOI文庫，2012 年 3 月
6 日刊行。
二宮 厚美『新自由主義からの脱出ーグローバル化のなかの新自由主義VS新福祉
国家』新日本出版，2012 月 4 月 10 日刊行。※
産経 新聞大阪社会部『橋下語録−独裁者か改革者か』産経新聞出版，2012 年 4
月 19 日刊行。
中村あつ子『私と橋下知事の 1100 日』洋泉社，2012 年 4 月 23 日刊行。
山本 健治『橋下徹論ーとんでもない，とほうもない，とてつもない』第三書館，
2012 年 5 月 1 日刊行。
福岡政行『大阪維新で日本は変わる！？』ベストセラーズ，2012 年 5 月 8 日刊行。
田村秀『暴走する地方自治』ちくま新書，2012 年 5 月 10 日刊行。
屋山 太郎『屋山太郎が読み解く橋下改革−大阪維新は日本を救えるか』海竜社，
2012 年 5 月 22 日刊行。
小森陽一『橋下維新の会の手口を読み解く』新日本出版，2012 年 5 月 30 日刊行。
Voic e編集部編，堺屋太一・大前健一ほか『橋下徹は日本を救えるか』PHP研究所，
2012 年 6 月 7 日刊行。
真柄 昭宏『ツイッターを持った橋下徹は小泉純一郎を越える』講談社，2012 年 7
月 2 日刊行。
一ノ 宮美成・グループｋ 21『橋下徹のカネと黒い人脈』日本文芸社，2012 年 7
月 11 日刊行。




価する評論が目立つようになる。例としては，『Voice』2012 年 5 月号「総力特集・
橋下徹に日本の改革を委ねよ」，『中央公論』2012 年 5 月号「徹底解剖・橋下徹」， 
橋下劇場に関する批判的評論の分析　−ポピュリズム研究の進展のために−60
『正論』2012 年 5 月号「徹底検証・大阪維新の会は本物か」があげられる。さ
らに，総理候補としての橋下氏をめぐる評論も出てくるようになった。この例
としては，『文藝春秋』2012 年 6 月号「人物研究・橋下徹が総理になる日」が
ある。なお，週刊誌でも橋下氏を総理にという記事も多く出始めるようになっ



















































































































トリセットが起きようとしている」〔毎日新聞 2011 年 12 月 29 日〕と同じ言葉
があるのは驚きである。

















　平井一臣氏は「劇場化し暴走する地方政治」（『世界』2011 年 11 月号）と題し，
鹿児島県阿久根市で登場した竹原信一前市長による議会と激しく対立し専決処
分を乱用した劇場型政治を分析している。























































































































































































































































































〔松谷満「誰が橋下を支持しているのか」『世界』2012 年 7 月号ｐ 104〕もみら
れる。ただ，勢いが増すポピュリズム的な首長の功罪を一般の人々にも分かり
やすく示すためには，マスメディアでは用いられるが必ずしも十分に定義し分
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析されていなかった「劇場型」という用語を用いたのは，このような一定の反
響があったことからも意義あるものだったと考えている 21。
　以上，本論文は，橋下劇場に関する批判的評論を分析した。橋下氏の早い動
きに対応するため，取り急ぎの分析になった感もあるが，この分析が今後のポ
ピュリズム研究の進展に貢献することを期待したい。  
1　以上，本節は橋下氏関連の新聞記事を参照。
2　以上，南日本新聞2011年10月29日，共同通信配信「ウオッチ論壇10月」。
3　有権者の反応が良くないとの指摘は，北野和希「橋下維新，躍進の理由」岩波書店『世界』2011年
12月号p214。
4　以上，読売新聞2011年11月19日。
5　以上，内田・香山・山口・薬師院『橋下主義（ハシズム）を許すな』ビジネス社，2011年P54〜81。
6　以上，第三書館編集部編『ハシズム』第三書館2012年P138,139。
7　第三書館編集部編，前掲書p87一部参照。なお，この書籍p88,89の「文化人・経済人の親ハシモト・
反ハシモトのマトリクス」は，橋下氏をめぐる支持派批判派の状況を分かりやすくまとめてある。
8　たとえば，政治評論家の森田実氏は，自分の大阪でのタクシーに乗り橋下氏批判をしたらドライ
バーから叱られた経験から，今，大阪で橋下批判を公然と行うのは危険だという〔森田実『橋下徹，
ニヒリズムの研究』東洋経済新報社2012年ｐ57〕。
9　橋下氏のツイッターの状況は，毎日新聞（大阪本社）2012年5月29日夕刊参照。
10　前掲注7の「マトリクス」参照。ブレーン政治に関しては，毎日新聞（大阪本社）2012年6月19日参照。
11　論壇の状況は，南日本新聞2012年5月5日，共同通信配信「ウオッチ論壇4月」参照。
12　以下，ここで紹介する評論は，南日本新聞2011年10月29日，共同通信配信「ウオッチ論壇10月」。
宮崎日日新聞2011年12月30日，共同通信配信「論考12月」を一部参照。
13　原発問題は，宮崎日日新聞2012年4月15日一部参照。
14　中島氏に関しては，宮崎日日新聞2011年12月30日，共同通信配信「論考12月」を一部参照。
15　対応策は，平井一臣『首長の暴走』法律文化社2011年p150。
16　たとえば，橋下人気の大きな要因は，決定できない民主党政権に比較して「決定できる民主主義」
を標榜しているからという分析〔星浩，朝日新聞2012年2月19日〕がある。
17　吉田徹『ポピュリズムを考えるー民主主義再入門』ＮＨＫ出版，2011年，p64,72,142。
18　吉田徹，前掲書p14。山口二郎『ポピュリズムの反撃—戦後民主主義復権の条件』角川書店，2010
年p11。
19　吉田徹，前掲書p69,70,14,234。
20　吉田徹，前掲書p18,19,55。
21　実は，橋下氏のダブル選勝利後の2011年11月29日，ＴＢＳテレビの昼の情報番組「ひるおび」の
中の「知っとく」のコーナーで，筆者の「劇場型首長」の相互分析が20分ほどの時間を費やし紹介さ
れた。このことは，マスメディアが取り上げ多くの人々にメッセージを発するには，分かりやすい用
語を用いる必要があることを示唆している。

